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もっと元気 もっと追求 もっと行動

幸 樹をとみた 令和8年
4月 号

議員活動議員活動

佐賀県唐津市の名護屋城跡で、
前田利家の陣跡から大規模な堀
とみられる遺構が新たに確認されました。
陣跡ながら城郭のような構えを持っていた可能性があり、当時の
前田利家の高い地位を示す発見として注目されています。（R7.12.9）
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・唐津市軟式野球連盟理事（審判部副部長）
・自民党佐賀県連政務調査会長（R7.4～
・地域交流県土整備常任委員長（R7.4～

TEL/FAX 0955-62-2570
E-mail:kouki-93@vc.people-i.ne.jp

地域の思いに寄添います！

皆さんの声を
聞かせてください！

冨田 幸樹

もっと！

koukitomita.com

役  職 略 歴
・昭和36年9月24日生まれ

これからも、地域の皆さんに思いに寄添い唐津・玄海地区と佐賀
県の発展のため、国会議員・市町議会議員の皆様と地域の課題
解決のため、県政とのパイプ役として議員活動を推進してまいり
ますので、ご指導・ご支援をよろしくお願いします。

〝もっと〟

今坂川第三砂防堰堤工事の
進捗状況視察（R7.9.25）

紀元2686年 建国祭
県内各地域で建国祭が執り行われ、日本国の誕生をお
祝いし、日本人の誇りを再認識し、美しい日本、豊かな
日本を孫たちに繋いでゆきたいものです！（R8.2.11）

・唐津市議会議員（H25.2～H31.2）
・佐賀県議会議員（H31.4～
・農林水産商工常任委員会副委員長（R4.4～
・地域交流県土整備常任委員長（R5.4～
・文教厚生常任委員長（R6.4～

とみた こうき

地元小学校卒業式に参加

相知消防団瓦落し競技大会

新幹線西九州ルートシンポジウム

名護屋城発掘状況視察
前田利家陣跡

新たに発掘された遺構の調査状況



　
知
事
の
三
期
目
３
年
間
を
振
り
返
る

と
、
コ
ロ
ナ
対
応
や
危
機
管
理
、
新
た

な
テ
ー
マ
へ
の
挑
戦
な
ど
、

評
価
で
き
る
点
は
あ
る
。

　
一
方
で
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
の
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
や
、

「
現
場
」「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
プ
ロ
セ
ス
」

を
大
切
に
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
思

い
や
施
策
の
成
果
が
県
民
に
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
い
面
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

　
三
期
目
３
年
間
の
県
政
運
営
を
ど
の

よ
う
に
総
括
し
、
残
る
任
期
１
年
を
ど

の
よ
う
な
方
針
で
運
営
し
て
い
く
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

 

　
私
は
知
事
就
任
以
来
、
人
を
基
軸
に

据
え
、
現
場
を
重
視
し
な
が
ら
、
県
民

の
声
や
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
県
政

を
進
め
て
き
た
。

　
三
期
目
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
や
豪
雨

災
害
、
家
畜
防
疫
な
ど
の
危
機
管
理
に

取
り
組
む
一
方
、
観
光
や
企
業
支
援
、

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
取
組
も

進
め
て
き
た
。

　
今
後
も
「
人
を
大
切
に
、
世
界
に
誇

れ
る
佐
賀
づ
く
り
。」
の
理
念
の
下
、

県
民
と
力
を
合
わ
せ
て
県
政
を
前
へ
進

め
た
い
。

　
県
立
大
学
構
想
は
、
県
民
の
賛
成
が
過

半
数
に
届
い
て
お
ら
ず
、
理
解
が
十
分
進

ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
。

　
ま
た
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
若
者
の
県

外
流
出
防
止
や
県
内
就
職
の
促
進
に
向
け

た
デ
ー
タ
も
十
分
示
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
中
で
建
設
費
を
盛
り
込
ん
だ

予
算
案
提
出
に
進
む
の
で
は
な
く
、
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
県
民
の
意
見
を
確
認
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
県
立
大
学
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
全
て

の
世
代
に
開
か
れ
、
地
域
経
済
を
支
え
る

人
材
育
成
や
地
域
の
知
の
拠
点
と
な
る
大

学
と
し
て
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、Ａ
Ｉ
時
代
を
見
据
え
、
自
ら
考

え
、
実
践
し
、
挑
戦
で
き
る
人
材
を
育
て

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
担

う
大
学
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
で
育
て
、
つ
く
り
、
生
か
す
大
学

と
し
て
、
今
後
も
意
見
を
受
け
止
め
な
が

ら
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
新
鳥
栖
―
武
雄
温
泉
間
の
議
論
は
長
年

進
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
間
に
も
物
価
や
人

件
費
が
上
が
り
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
財
政
負
担
、
ル
ー
ト
、

在
来
線
の
利
便
性
低
下
と
い
っ
た
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
に
議
論
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
議
論
に
臨
む
の
か
伺
う
。

　
こ
の
問
題
は
、
財
政
負
担
、
ル
ー
ト
、

在
来
線
な
ど
を
多
面
的
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
難
し
い
課
題
。

特
に
、
今
の
ス
キ
ー
ム
の
ま
ま
フ
ル
規
格

整
備
を
行
え
ば
、
県
の
財
政
に
大
き
な
負

担
が
生
じ
、
県
政
運
営
上
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
議
論
を
止
め
る
考
え
は

な
く
、
国
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、

今
後
も
冷
静
に
幅
広
く
議
論
を
続
け
て
い
く
。

　
若
い
女
性
の
県
外
流
出
は
、
将
来
の
出

生
数
や
地
域
の
活
力
に
も
関
わ
る
大
き
な

課
題
だ
。

　
進
学
や
就
職
だ
け
で
な
く
、
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
、
社
会
環
境
の

問
題
も
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　
佐
賀
で
働
き
、
暮
ら
し
、
自
己
実
現
で

き
る
地
域
と
な
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う

な
施
策
を
進
め
る
の
か
。

　
女
性
が
働
く
環
境
整
備
は
進
ん
で
き
た

一
方
で
、
家
事
、
育
児
、
介
護
の
負
担
の

偏
り
や
、
制
度
利
用
へ
の
理
解
不
足
な
ど
、

な
お
課
題
が
あ
る
。

　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
は
「
輝
け
る

女
性
」
を
意
識
し
、
女
性
一
人
ひ
と
り
の

生
き
方
や
働
き
方
を
応
援
す
る
施
策
を
進

め
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
や
交
流
の
場
づ
く
り
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
佐
賀
で

働
き
暮
ら
す
価
値
に
気
づ
き
、
挑
戦
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
県
内
企
業
は
、
物
価
高
騰
、
人
手
不
足
、

人
件
費
増
、
社
員
の
高
齢
化
、
技
術
継
承

な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
今
後
の
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に

は
、賃
上
げ
、生
産
性
向
上
、起
業
家
支
援
、

技
術
継
承
な
ど
を
総
合
的
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
産
業
振
興
に
取
り
組
む

の
か
伺
う
。

　
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
付
加
価
値
の
高
い
産
業
集

積
と
人
材
確
保
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
物
価
高
騰
対
策
や
中
小
企
業
支
援
と
し

て
、
賃
上
げ
や
生
産
性
向
上
、
価
格
転
嫁

支
援
、
職
場
環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
や
女
性

の
起
業
支
援
、
技
術
継
承
に
向
け
た
人
材

育
成
や
体
験
型
事
業
な
ど
も
進
め
、
県
内

産
業
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
佐
賀
県
の
農
林
水
産
業
は
、
県
土
の
大

部
分
を
占
め
る
豊
か
な
農
地
や
森
林
に
加

え
、
県
北
部
の
玄
界
灘
と
県
南
部
の
有
明

海
と
い
っ
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
基
盤

に
、
地
域
の
暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
重

要
な
産
業
で
あ
る
。

　
米
や
麦
、
園
芸
作
物
な
ど
多
様
な
農
産

物
は
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お

り
、
森
林
は
水
源
涵
養
や
災
害
防
止
な
ど

多
面
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、

水
産
業
で
は
、
玄
海
と
有
明
海
と
い
う
特

徴
が
大
き
く
異
な
る
二
つ
の
海
が
多
種
多

様
な
魚
介
類
を
供
給
し
、
地
域
の
食
文
化

も
支
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
燃
料
や
肥
料
、
飼
料
な
ど
の

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増

加
に
加
え
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に

よ
る
生
産
性
の
低
下
、
担
い
手
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
み
、
農
山
漁
村
の
活
力
低
下

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
農
業
で
は
中
山
間
地
域
の
米
づ
く
り
、

林
業
で
は
「
サ
ガ
ン
ス
ギ
」
へ
の
植
え
替

え
と
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
、
水
産
業
で

は
気
候
変
動
に
対
応
し
た
漁
場
環
境
の
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
の
農
林
水
産
業

を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
農
林
水
産
業
は
、
県
民
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
食
料
や
木
材
を
生
み
出
す
だ
け
で

な
く
、
県
土
保
全
や
水
源
涵
養
に
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
、
佐
賀
の
地
域
に
根
差

し
た
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
農
林
水
産
業

を
元
気
に
す
る
こ
と
が
、
佐
賀
の
元
気
に

つ
な
が
る
。

　
一
方
で
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

り
生
産
者
が
減
少
し
て
お
り
、
食
料
そ
の

も
の
が
生
産
さ
れ
な
い
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
業
を
守
る
こ
と

は
地
域
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
誇
る
べ
き

佐
賀
の
財
産
を
次
世
代
へ
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
農
業
で
は
、
水
田
農
業
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
収
益
性
の
高
い
園
芸
や
畜
産
を
振

興
し
、
稼
ぐ
農
業
の
実
現
を
進
め
て
い
る
。

林
業
で
は
、「
サ
ガ
ン
ス
ギ
」
へ
の
植
え

替
え
と
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
を
進
め
、

稼
ぐ
林
業
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
水
産
業
で
は
、
気
候
変
動
に
よ

る
海
水
温
の
上
昇
な
ど
漁
場
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
玄
海
と
有
明
海
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
、
漁

場
環
境
の
改
善
を
図
る
。

　
今
後
も
、
生
産
者
の
思
い
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
本
県
の
農
林
水
産
業
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
、
若
い
人
た
ち
が
将
来
に
希

望
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
佐
賀
県
農
林
水

産
業
を
つ
く
る
。

　
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
県

民
生
活
や
地
域
産
業
を
支
え
る
重
要
な
基

盤
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
命
を
つ
な
ぐ
役

割
も
担
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
西
九
州
自
動
車
道
、
佐
賀
唐

津
道
路
、
有
明
海
沿
岸
道
路
な
ど
に
は
、

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
や
四
車
線
化

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
促
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

　
佐
賀
県
で
は
、
地
域
や
空
港
、
港
湾
を

結
ぶ
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

県
全
体
の
成
長
を
支
え
る
重
要
な
社
会
資

本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
有
明
海
沿
岸
道
路
、
佐
賀
唐
津
道
路
、

西
九
州
自
動
車
道
な
ど
に
つ
い
て
は
、
重

点
区
間
の
整
備
や
接
続
強
化
を
着
実
に
進

め
て
い
る
。

　
有
明
海
沿
岸
道
路
で
は
福
富
鹿
島
道
路
、

佐
賀
唐
津
道
路
で
は
Ｔ
ゾ
ー
ン
や
佐
賀

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、

西
九
州
自
動
車
道

で
は
伊
万
里
港
周

辺
の
物
流
機
能
強

化
と
あ
わ
せ
た
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
国
と

連
携
し
な
が
ら
、

人
と
物
の
流
れ
を

支
え
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
進
め
る
。

　
令
和
７
年
４
月
よ
り
再
度
、

地
域
交
流
・
県
土
整
備
常
任
委

員
長
を
拝
命
し
、
さ
ら
に
自
民

党
佐
賀
県
連
政
務
調
査
会
長
に

就
任
し
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご

し
て
お
り
、
２
月
定
例
議
会
で

は
、
会
派
を
代
表
し
て
の
質
問

と
い
う
大
役
を
終
え
ま
し
た
。

と
み
た
幸
樹 

ご
挨
拶

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2月定例議会 会派代表質問 質問と回答2月定例議会 会派代表質問 質問と回答
県
政
運
営
の

　
　
基
本
方
針
に
つ
い
て

令
和
八
年 

二
月
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知
事
答
弁

A
〝答弁〟

山
口
知
事
答
弁

A
〝答弁〟

山
口
知
事
答
弁

A
〝答弁〟

山
口
知
事
答
弁

A
〝答弁〟

山
口
知
事
答
弁

県
立
大
学
に
つ
い
て

九
州
新
幹
線

西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

Q
〝質問〟

Q
〝質問〟

Q
〝質問〟

女
性
に
選
ば
れ
る

　
佐
賀
県
の
実
現
に
つ
い
て

産
業
の
振
興

　
　
　
に
つ
い
て

農
林
水
産
業
の

　
　
　 

振
興
に
つ
い
て

社
会
資
本
整
備

　
　
　
　
に
つ
い
て

Q
〝質問〟

Q
〝質問〟

Q
〝質問〟

Q
〝質問〟


